
○児童発達支援 事業所における自己評価結果（公表）
公表：令和 8年 3月 19日 

事業所名：ABA 推進事業所ルカノア 南幌教室 

チェック項目 はい いいえ 工夫している点 
課題や改善すべき
点を踏まえた改善
内容又は改善目標 

環 
境 
・ 
体 
制 
整 
備 

1 
利用定員が発達支援室等のスペ
ースとの関係で適切であるか。 

4 

個別療育の為個室 3部
屋を用意し、共有の部
屋を集団または遊び用
と、用途に応じて適切
に利用している。 

2 
利用定員やこどもの状態等に対
して、職員の配置数は適切であ
るか。  

4 
個別指導の為、職員１
名：子供、保護者の 
利用 

3 

生活空間は、こどもにわかりや
すく構造化された環境になって
いるか。また、事業所の設備等
は、障害の特性に応じ、バリア
フリー化や情報伝達等、環境上
の配慮が適切になされている
か。 

4 
室内はバリアフリー,怪
我をしないように配慮
している。 

転倒防止用クッショ
ンマット

4 

生活空間は、清潔で、心地よく
過ごせる環境になっているか。
また、子ども達の活動に合わせ
た空間となっているか。 

4 個別指導に沿った部屋
の用具を設置する。 

おもちゃの消毒につ
いて 

5 
必要に応じて、こどもが個別の
部屋や場所を使用することが認
められる環境になっているか 。 

4 基本個別指導です。 

業 
務 
改 
善 

6 

業務改善を進めるための PDCA
サイクル （目標設定と振り返
り） に、広く職員が参画してい
るか。 

4 

7 

保護者向け評価表により、保護
者等の意向等を把握する機会を
設けており、その内容を業務改
善につなげているか。 

4 一年に一度は必ず実施 
出来るだけ保護者の
ご意向に沿う形で業
務 

8 
職員の意見等を把握する機会を
設けており、その内容を業務改
善につなげているか。   

4 定期的に研修会を行っ
ている。 



9 
第三者による外部評価を行い、
評価結果を業務改善につなげて
いるか。 

4 検討中です 検討中です 

10 

職員の資質の向上を図るため
に、研修を受講する機会や法人
内等で研修を開催する機会が確
保されているか。 

4 優先的に確保されてい
ます。 

適 
切 
な 
支 
援 
の 
提 
供 

11 
適切に支援プログラムが作成、
公表されているか 。 

4 支援プログラムを作成
公表している。 

12 

個々のこどもに対してアセスメ
ントを適切に行い、こどもと保
護者のニーズや課題を客観的に
分析した上で、児童発達支援計
画を作成しているか。 

4 
日頃から保護者ニーズ
を把握した上で 
支援計画を立ててい
る。 

オリジナルのアセス
メントツールを作成

13 

児童発達支援計画を作成する際
には、児童発達支援管理責任者
だけでなく、こどもの支援に関
わる職員が共通理解の下で、こ
どもの最善の利益を考慮した検
討が行われているか。  

4 

職員全体で常に情報を
共有するよう 
セラピーの後に確認を
している。 

これからも継続して
いく 

14 
児童発達支援計画が職員間に共
有され、計画に沿った支援が行
われているか。  

4 基本計画にそって支援
を行なわれている。 

15 

こどもの適応行動の状況を、標
準化されたツールを用いたフォ
ーマルなアセスメントや、日々
の行動観察なども含むインフォ
ーマルなアセスメントを使用す
る等により確認しているか。 

4 

オリジナルアセスメン
トを使用し、
子どもの状況を分析し
ている。 

16 

児童発達支援計画には、児童発
達支援ガイドラインの「児童発
達支援の提供すべき支援」の
「本人支援」、「家族支援」、
「移行支援」及び「地域支援・
地域連携」のねらい及び支援内
容も踏まえながら、こどもの支
援に必要な項目が適切に設定さ
れ、その上で、具体的な支援内
容が設定されているか。 

4 本事業所は自閉症の療
育に特化している。 

本人のできる事を増
やしていく 



17 
活動プログラムの立案をチーム
で行っているか。 

4 職員全体で行ってい
る。 

18 
活動プログラムが固定化しない
よう工夫しているか。 

4 課題達成出来たら次に
進む一覧表を作成。 

19 

こどもの状況に応じて、個別活
動と集団活動を適宜組み合わせ
て児童発達支援計画を作成し、
支援が行われているか。 

4 個別指導の為基本集団
活動は行わない。 

  保護者から課題の一
環として要望があれ
ば 
検 討 、 実 施 し て い
く。 

20 

支援開始前には職員間で必ず打
合せを行い、その日行われる支
援の内容や役割分担について確
認し、チームで連携して支援を
行っているか。 

4 
毎日支援終了前にセラ
ピーの打ち合わせをす
るよう心がけている。 

  課題の進め方が合っ
ているか質問疑問点
がないか上司が常に
チェツクしている。

21 

支援終了後には、職員間で必ず
打合せを行い、その日行われた
支援の振り返りを行い､気付いた
点等を共有しているか。 

4 職員間で支援の共有
を密にしている。 

22 
日々の支援に関して記録をとる
ことを徹底し、支援の検証・改
善につなげているか。 

4 記録は個別支援ごとに
詳細を記録している。 

記録が支援に大事な
役 割 を 果 た し て い
る。 

23 

定期的にモニタリングを行い、
児童発達支援計画の見直しの必
要性を判断し、適切な見直しを
行っているか。 

4 

モニタリングにより
見直しが必要か否か
は 
担当者同士で話し合
い検討する。 

関 
係 
機 
関 
や 
保 
護 
者 
と 
の 
連 
携 
関 
係 

24 

障害児相談支援事業所のサービ
ス担当者会議や関係機関との会
議に、そのこどもの状況をよく
理解した者が参画しているか。 

4 職員全体で行ってい
る。 

職員間で支援の共有
を密にしている。 

25 

地域の保健、医療（主治医や協
力医療機関等）、障害福祉、保
育、教育等の関係機関と連携し
て支援を行う体制を整えている
か。 

4 
南幌保険健康センター
の職員と連携して支援 
しています。 

26 

併行利用や移行に向けた支援を
行うなど、インクルージョン推
進の観点から支援を行っている
か。また、その際、保育所や認
定こども園、幼稚園、特別支援

4 
幼稚園、特別支援学校
の先生が來所して下さ
り情報を共有してい
る。 

担任の先生が変わっ
た時の情報共有の 
方法について 



機  
関  
や  
保  
護  
者  
と  
の  
連  
携  
   

学校(幼稚部)等との間で、支援内
容等の情報共有と相互理解を図
っているか。 

27  

就学時の移行の際には、小学校
や特別支援学校(小学部)との間
で、支援内容等の情報共有と相
互理解を図っているか。  

4  行っています。  

28  

（28～30 は、センターのみ回
答） 
地域の他の児童発達支援センタ
ーや障害児通所支援事業所等と
連携を図り、地域全体の質の向
上に資する取組等を行っている
か。 

    

29  

質の向上を図るため、積極的に
専門家や専門機関等から助言を
受けたり、職員を外部研修に参
加させているか。 

    

30  
(自立支援)協議会こども部会や地
域の子ども・子育て会議等へ積
極的に参加しているか。 

     

31  

（31 は、事業所のみ回答） 
地域の児童発達支援センターと
の連携を図り、必要に応じてス
ーパーバイズや助言等を受ける
機会を設けているか 。 

4  必要に応じて設けてい
る。 

定期的な相談支援を
検討 

32  

保育所や認定こども園、幼稚園
等との交流や、地域の中で他の
こどもと活動する機会がある
か。 

 4 
個別セラピーを主に行
っているため、他との 
交流はありません。 

   

33  

日頃からこどもの状況を保護者
と伝え合い、こどもの発達の状
況や課題について共通理解を持
っているか。 

4  
個別セラピーは保護者
同伴の為共通理解 
しています。 

セラピーの合間にセ
ラピストに相談、話
し合いを行う 

34  

家族の対応力の向上を図る観点
から、家族に対して家族支援プ
ログラム(ペアレント・トレーニ
ング等)や家族等の参加できる研
修の機会や情報提供等を行って
いるか。 

4  
個別指導ではペアとレ
ーニングの為に 
保護者に来ていただ
く。 

要望があれば研修の
機会を設けたい 



保 
護 
者 
へ 
の 
説 
明 
責 
任 
等 

35 
運営規程、支援プログラム、利
用者負担等について丁寧な説明
を行っているか。 

4 
契約時に資料を配布
し、担当者から 
説明が行われる。 

この際にご理解いた
だけるような丁寧な 
説明を重要視する 

36 

児童発達支援計画を作成する際
には、こどもや保護者の意思の
尊重、こどもの最善の利益の優
先考慮の観点を踏まえて、こど
もや家族の意向を確認する機会
を設けているか 。 

4 ABAに添って支援を行
う同意を得ている。 

37 

「児童発達支援計画」を示しな
がら支援内容の説明を行い、保
護者から児童発達支援計画の同
意を得ているか。 

4 
必ず説明の時間を設け
て行い、同意を 
得ている。 

  限られた時間内での
説明時間の確保 

38 

定期的に、家族等からの子育て
の悩み等に対する相談に適切に
応じ、面談や必要な助言と支援
を行っているか。 

4 
特にセラピーに関して
は、後に疑問が残ら 
ないよう質疑応答する
よう心掛けている。 

限られた時間内での
説明時間の確保 

39 

父母の会の活動を支援すること
や、保護者会等を開催する等に
より、保護者同士で交流する機
会を設ける等の支援をしている
か。また、きょうだい同士で交
流する機会を設ける等の支援を
しているか。 

4 
父母の会はありません
が、保護者同士の 
連携を支援している。 

40 

こどもや保護者からの相談や申
入れについて、対応の体制を整
備するとともに、こどもや保護
者に周知し、相談や申入れがあ
った場合に迅速かつ適切に対応
しているか。 

4 迅速かつ適切に対応し
ている。 

急ぎの場合は電話相
談も可能 

41 

定期的に通信等を発行すること
や、HPや SNS等を活用するこ
とにより、活動概要や行事予
定、連絡体制等の情報をこども
や保護者に対して発信している
か。 

4 ブログに定期的に様々
な情報を発信している 

42 
個人情報の取扱いに十分留意し
ているか。 

4 十分に留意していま
す。 

個別資料は厳重に保
管、職員に周知 

43 
障害のあるこどもや保護者との
意思の疎通や情報伝達のための
配慮をしているか。 

4 配慮しています。 



44 
事業所の行事に地域住民を招待
する等、地域に開かれた事業運
営を図っているか。 

4 
個別指導の為、地域住
民を招待するような 
行事は行っていない。 

非 
常 
時 
等 
の 
対 
応 

45 

事故防止マニュアル、緊急時対
応マニュアル、防犯マニュア
ル、感染症対応マニュアル等を
策定し、職員や家族等に周知す
るとともに、発生を想定した訓
練を実施しているか。 

4 定期的に避難訓練を実
施 

46 

業務継続計画（BCP）を策定す
るとともに、非常災害の発生に
備え、定期的に避難、救出その
他必要な訓練を行っているか。 

4 訓練は夏休みなど親子
で参加してもらう 

防災、風水害、地震
等の訓練を年４回 

47 
事前に、服薬や予防接種、てん
かん発作等のこどもの状況を確
認しているか。 

4 アセスメントで事前に
確認 

定期的に状況を確認 

48 
食物アレルギーのあるこどもに
ついて、医師の指示書に基づく
対応がされているか。 

4 こちらで食事おやつを
用意することがない 

アレルギーのお子さ
んはおやつを持参し
てもらう。 

49 

安全計画を作成し、安全管理に
必要な研修や訓練、その他必要
な措置を講じる等、安全管理が
十分された中で支援が行われて
いるか。 

4 事故を想定して危険な
ものは予め排除 

安全管理の中支援が
行われている。 

50 

こどもの安全確保に関して、家
族等との連携が図られるよう、
安全計画に基づく取組内容につ
いて、家族等へ周知している
か 。 

4 契約時に周知してい
る。 

51 
ヒヤリハットを事業所内で共有
し、再発防止に向けた方策につ
いて検討をしているか。 

4 共有し、安全対策に
努めています。 

52 
虐待を防止するため、職員の研
修機会を確保する等、適切な対
応をしているか。 

4 月に１度の虐待防止
委員会を行っている 

53 

どのような場合にやむを得ず身
体拘束を行うかについて、組織
的に決定し、こどもや保護者に
事前に十分に説明し了解を得た

4 身体拘束はしていな
い 



上で、児童発達支援計画に記載
しているか。 

◎この「事業所における自己評価結果（公表）」は、事業所全体で行った自己評価です。 
 
 
 



○児童発達支援 保護者等からの事業所評価の集計結果（公表） 
公表：令和 8年 3月 19日 

事業所名：ABA 推進事業所ルカノア南幌教室  保護者等数（児童数）4 回収数 3 割合 75％ 

チェック項目 はい 
どちら
ともい
えない 

いいえ 
わから
ない 

ご意見 
ご意見を踏ま
えた対応 

環 
境 
・ 
体 
制 
整 
備 

1 
子どもの活動等のスペー
スが十分に確保されてい
ると思いますか。 

3 

2 
職員の配置数は適切であ
ると思いますか。 

3 

3 

生活空間は、こどもにわ
かりやすく構造化された
環境になっていると思い
ますか。また、事業所の
設備等は、障害特性に応
じて、バリアフリー化や
情報伝達等への配慮が適
切になされていると思い
ますか。 

3 

4 

生活空間は、清潔で、心
地よく過ごせる環境にな
っていると思いますか。
また、こども達の活動に
合わせた空間となってい
ると思いますか。 

3 

適 
切 
な 
支 
援 
の 
提 
供 

5 

こどものことを十分に理
解し、こどもの特性等に
応じた専門性のある支援
が受けられていると思い
ますか。   

3 

6 

事業所が公表している支
援プログラムは、事業所
の提供する支援内容と合
っていると思いますか 。 

3 

7 
こどものことを十分理解
し、こどもと保護者のニ

3 



ーズや課題が客観的に分
析された上で、児童発達
支援計画（個別支援計
画）が作成されていると
思いますか。  

8 

児童発達支援計画には、
児童発達支援ガイドライ
ンの「児童発達支援の提
供すべき支援」の「本人
支援」、「家族支援」、
「移行支援 」で示す支援
内容からこどもの支援に
必要な項目が適切に選択
され、その上で、具体的
な支援内容が設定されて
いると思いますか。 

3 

9 
児童発達支援計画に沿っ
た支援が行われていると
思いますか。 

3 

10 

事業所の活動プログラム
が固定化されないよう工
夫されていると思います
か。 

3 

11 

保育所や認定こども園、
幼稚園等との交流や、そ
の他地域で他のこどもと
活動する機会があります
か。 

1 1 1 

保 
護 
者 
へ 
の 
説 
明 
等 

12 

事業所を利用する際に、
運営規程、支援プログラ
ム、利用者負担等につい
て丁寧な説明がありまし
たか。 

3 

13 
「児童発達支援計画」を
示しながら、支援内容の
説明がなされましたか。 

3 

14 
事業所では、家族に対し
て家族支援プログラム(ペ
アレント・トレーニング

3 



等)や家族等も参加できる
研修会や情報提供の機会
等が行われていますか。 

15 

日頃からこどもの状況を
保護者と伝え合い、こど
もの健康や発達の状況に
ついて共通理解ができて
いると思いますか。 

3 

16 
定期的に、面談や子育て
に関する助言等の支援が
行われていますか。 

3 

17 
事業所の職員から共感的
に支援をされていると思
いますか。 

3 

18 

父母の会の活動の支援
や、保護者会等の開催等
により、保護者同士の交
流の機会が設けられるな
ど、家族への支援がされ
ているか。また、きょう
だい向けのイベントの開
催等により、きょうだい
同士の交流の機会が設け
られるなど、きょうだい
への支援がされています
か。 

 3 

19 

こどもや家族からの相談
や申入れについて、対応
の体制が整備されている
とともに、こどもや保護
者に対してそのような場
があることについて周
知・説明され、相談や申
入れをした際に迅速かつ
適切に対応されています
か。 

3 

20 

こどもや保護者との意思
の疎通や情報伝達のため
の配慮がなされていると
思いますか。 

3 



21 

定期的に通信やホームペ
ージ・SNS等で、活動概
要や行事予定、連絡体制
等の情報や業務に関する
自己評価の結果をこども
や保護者に対して発信さ
れていますか。 

3 

22 
個人情報の取扱いに十分
に留意されていると思い
ますか。 

3 

非
常
時
の
対
応 

23 

事業所では、事故防止マ
ニュアル、緊急時対応マ
ニュアル、防犯マニュア
ル、感染症対応マニュア
ル等が策定され、保護者
に周知・説明されていま
すか。また、発生を想定
した訓練が実施されてい
ますか。 

3 

24 

事業所では、非常災害の
発生に備え、定期的に避
難、救出その他必要な訓
練が行われていますか。 

3 

25 

事業所より、こどもの安
全を確保するための計画
について周知される等、
安全の確保が十分に行わ
れた上で支援が行われて
いると思いますか 。 

1 2 

26 

事故等（怪我等を含
む。）が発生した際に、
事業所から速やかな連絡
や事故が発生した際の状
況等について説明がされ
ていると思いますか。 

1 2 

満
足
度 

27 
こどもは安心感をもって
通所していますか 。 

3 

28 
こどもは通所を楽しみに
していますか。 

3 



29 
事業所の支援に満足して
いますか。 

3 

◎この「保護者等からの事業所評価の集計結果 （公表） 」は、保護者等の皆様に「保護者等向け児童
発達支援評価表」により事業所の評価を行っていただき、その結果を集計したものです。 



○放課後等デイサービス 事業所における自己評価結果（公表）
公表：令和 8 年 3 月 19 日 

事業所名：ABA 推進事業所ルカノア南幌教室 

チェック項目 はい いいえ 工夫している点 
課題や改善すべき
点を踏まえた改善
内容又は改善目標 

環 
境 
・ 
体 
制 
整 
備 

1 
利用定員が発達支援室等のスペ
ースとの関係で適切であるか。 

4 
個室 3 部屋と共有の部
屋が 1 室あり、適切に
利用している。 

2 
利用定員やこどもの状態等に対
して、職員の配置数は適切であ
るか。  

4 個別指導のため、職員
1 対子ども１での利用 

個別指導のため、職員
1 対子ども１での利用 

3 

生活空間は、こどもにわかりや
すく構造化された環境になって
いるか。また、事業所の設備等
は、障害の特性に応じ、バリア
フリー化や情報伝達等、環境上
の配慮が適切になされている
か。 

4 
室内はバリアフリーに
なっており、怪我をし
ないよう配慮してい
る。 

転倒防止用クッショ
ンマットを全室使用

4 

生活空間は、清潔で、心地よく
過ごせる環境になっているか。
また、子ども達の活動に合わせ
た空間となっているか。 

4 
常に掃除を心掛け、お
もちゃは使用後消毒 
しています。 

5 
必要に応じて、こどもが個別の
部屋や場所を使用することが認
められる環境になっているか 。 

4 個別指導のため、職員
1 対子ども１での利用 

個室 3部屋と共有の部
屋が 1室あり、適切に
利用している。 

業 
務 
改 
善 

6 

業務改善を進めるための PDCA
サイクル （目標設定と振り返
り） に、広く職員が参画してい
るか。 

4 職員間で積極的な話し
合いいが行われている 

7 

保護者向け評価表により、保護
者等の意向等を把握する機会を
設けており、その内容を業務改
善につなげているか。 

4   検討中です。 

8 
職員の意見等を把握する機会を
設けており、その内容を業務改
善につなげているか。   

4 会議内で検討し、改善
につなげている。 

  定期的に研修会を行
う。 

9 
第三者による外部評価を行い、
評価結果を業務改善につなげて
いるか。 

4 検討中です。 



10 

職員の資質の向上を図るため
に、研修を受講する機会や法人
内等で研修を開催する機会が確
保されているか。 

4 リモートもしくは会場
で研修を受講している 

適 
切 
な 
支 
援 
の 
提 
供 

11 
適切に支援プログラムが作成、
公表されているか 。 

4 オリジナルアセスメン
トツールを作成

公表されています。 

12 

個々のこどもに対してアセスメ
ントを適切に行い、こどもと保
護者のニーズや課題を客観的に
分析した上で、放課後等デイサ
ービス計画を作成しているか。 

4 

保護者ニーズを様々
な角度から分析し、
同意を得られる支援
プランへ落とし込ん
でいる。 

13 

放課後等デイサービス計画を作
成する際には、児童発達支援管
理責任者だけでなく、こどもの
支援に関わる職員が共通理解の
下で、こどもの最善の利益を考
慮した検討が行われているか。 

4 
職員の共通理解の下で
常に検討が行われてい
る。 

利用時間を含め考慮
し支援している。 

14 
放課後等デイサービス計画が職
員間に共有され、計画に沿った
支援が行われているか 。 

4 
職員間での共有下で常
に支援が行われてい
る。 

15 

こどもの適応行動の状況を、標
準化されたツールを用いたフォ
ーマルなアセスメントや、日々
の行動観察なども含むインフォ
ーマルなアセスメントを使用す
る等により確認しているか。 

4 
毎日支援開始前に打ち
合わせをするよう心掛
けている。 

課題の進め方があっ
ているか、質問疑問
点がないか等上司が
都度✓している。 

16 

放課後等デイサービス計画に
【岩本店長さま】2月19日
（木）新台入替（校正：機種
POP）aaaaaaaaaaaaaaaaaaa
aaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaa
aaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaa
aaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaa
aaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaa
aaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaa
aaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaa
aaaaaaaaaaaaaは、放課後等
デイサービスガイドラインの
「放課後等デイサービスの提供
すべき支援」の「本人支援」、
「家族支援」、「移行支援」及
び「地域支援・地域連携」のね
らい及び支援内容も踏まえなが
ら、こどもの支援に必要な項目
が適切に設定され、その上で、
具体的な支援内容が設定されて
いるか。 

4 
毎日支援終了後、引継
ぎをし、気づいた点を
共有している。 

保護者ニーズを様々
な角度から分析し、
同意を得られる支援
プランへ落とし込ん
でいる。 

17 
活動プログラムの立案をチーム
で行っているか。 

4 記録は個別支援ごとに
詳細を記録している。 

引継ぎが簡素化出来
るよう工夫してい
る。 



18 
活動プログラムが固定化しない
よう工夫しているか。 

4 

保護者のご要望、現
在のセラピーの進行
状況、を踏まえた上
で必要性を判断して
いる 

19 

こどもの状況に応じて、個別活
動と集団活動を適宜組み合わせ
て放課後等デイサービス計画を
作成し、支援が行われている
か。 

4 
集団は行っていない
が、保護者からの要 
望があれば検討しま
す。 

20 

支援開始前には職員間で必ず打
合せを行い、その日行われる支
援の内容や役割分担について確
認し、チームで連携して支援を
行っているか。 

4 
支援の引継ぎの為、支
援ノートを確認し必要
に応じて話し合う。 

21 

支援終了後には、職員間で必ず
打合せを行い、その日行われた
支援の振り返りを行い､気付いた
点等を共有しているか。 

4 
終了後、話し合い共有
し、次の支援に繋げて
いる。 

22 
日々の支援に関して記録をとる
ことを徹底し、支援の検証・改
善につなげているか。 

4 記録を取り検証、改善
に繋げている。 

23 

定期的にモニタリングを行い、
放課後等デイサービス計画の見
直しの必要性を判断し、適切な
見直しを行っているか。 

4 必ず行っています。 

24 

放課後等デイサービスガイドラ
インの「４つの基本活動」を複
数組み合わせて支援を行ってい
るか。 

4 行っています。 
地域交流の活動を拡
充したい。 

25 

こどもが自己選択できるような
支援の工夫がされている等、自
己決定をする力を育てるための
支援を行っているか。 

4 行っています。 

関 
係 
機 
関 
や 
保 
護 

26 

障害児相談支援事業所のサービ
ス担当者会議や関係機関との会
議に、そのこどもの状況をよく
理解した者が参画しているか。 

4 
しています。必要に応
じて公認心理士 
も参加しています。 

27 
地域の保健、医療（主治医や協
力医療機関等）、障害福祉、保
育、教育等の関係機関と連携し

4 参加している。 



者 
と 
の 
連 
携 
関 
係 
機 
関 
や 
保 
護 
者 
と 
の 
連 
携 

て支援を行う体制を整えている
か。 

28 

学校との情報共有（年間計画・
行事予定等の交換、こどもの下
校時刻の確認等）、連絡調整
（送迎時の対応、トラブル発生
時の連絡）を適切に行っている
か。 

4 現在送迎は行っていま
せん。 

毎回支援は親子で利
用しているので、 
常に連絡できる体制
になっている。 

29 

就学前に利用していた保育所や
幼稚園、認定こども園、児童発
達支援事業所等との間で情報共
有と相互理解に努めているか。 

4 必要な場合行ってい
る。 

30 

学校を卒業し、放課後等デイサ
ービスから障害福祉サービス事
業所等へ移行する場合、それま
での支援内容等の情報を提供す
る等しているか。 

4 行っている。 

31 

地域の児童発達支援センターと
の連携を図り、必要等に応じて
スーパーバイズや助言や研修を
受ける機会を設けているか 。 

4 設けている。 

32 
放課後児童クラブや児童館との
交流や、地域の他のこどもと活
動する機会があるか。 

4 
個別指導の為、他地
域との子供と交流す 
る機会がない。 

33 
（自立支援）協議会等へ積極的
に参加しているか。 

4 参加しています。 

34 

日頃からこどもの状況を保護者
と伝え合い、こどもの発達の状
況や課題について共通理解を持
っているか。 

4 
毎日保護者が来てい
るので、共通理解を
して 
いる。 

35 

家族の対応力の向上を図る観点
から、家族に対して家族支援プ
ログラム（ペアレント･トレーニ
ング等）や家族等の参加できる
研修の機会や情報提供等を行っ
ているか。  

4 
個別指導では、ペアレ
ントトレーニング
の為に保護者に来てい
ただいている。 

保 
護 
者 

36 
運営規程、支援プログラム、利
用者負担等について丁寧な説明
を行っているか。 

4 契約時に説明していま
す。 



へ 
の 
説 
明 
責 
任 
等 

37 

放課後等デイサービス提供を作
成する際には、こどもや保護者
の意思の尊重、こどもの最善の
利益の優先考慮の観点を踏まえ
て、こどもや家族の意向を確認
する機会を設けているか。  

4 
こどもや家族の意向を
確認したうえで 
適切な支援が出来るよ
うにしている。 

希望があれば電話相
談も対応 

38 

「放課後等デイサービス計画」
を示しながら支援内容の説明を
行い、保護者から放課後等デイ
サービス計画の同意を得ている
か 。 

4 必ず支援の前に説明を
行っている。 

39 

家族等からの子育ての悩み等に
対する相談に適切に応じ、面談
や必要な助言と支援を行ってい
るか。 

4 
必要に応じて希望があ
れば面談を行ってい
る。 

40 

父母の会の活動を支援すること
や、保護者会等を開催する等に
より、保護者同士で交流する機
会を設ける等の支援をしている
か。また、きょうだい同士で交
流する機械を設ける等の支援を
しているか。 

4 

父母の会はありません
が、保護者同士の 
連携を支援していま
す。 

41 

こどもや保護者からの苦情につ
いて、対応の体制を整備すると
ともに、こどもや保護者に周知
し、苦情があった場合に迅速か
つ適切に対応しているか。 

4 苦情については速やか
に対応する 

職員間で共有できる
体制を取っている。 

42 

定期的に通信等を発行すること
や、HP や SNS 等を活用するこ
とにより、活動概要や行事予
定、連絡体制等の情報をこども
や保護者に対して発信している
か。 

4 
アレルギーのあるお
子様はおやつを持参
してもらっている 

43 
個人情報の取扱いに十分留意し
ているか。 

4 不必要な書類はシュレ
ッダー処分 

  職員間で周知 

44 
障害のあるこどもや保護者との
意思の疎通や情報伝達のための
配慮をしているか。 

4 
子どもの意思疎通が
出来るように、親子で
ABA セラピーを学ん
でもらっている。 



45 
事業所の行事に地域住民を招待
する等、地域に開かれた事業運
営を図っているか。 

4 個別指導を主としてい
るので行っていません 

非 
常 
時 
等 
の 
対 
応 

46 

事故防止マニュアル、緊急時対
応マニュアル、防犯マニュア
ル、感染症対応マニュアル等を
策定し、職員や家族等に周知す
るとともに、発生を想定した訓
練を実施しているか。 

4 
防災については、親子
で夏休みに参加しても
らう。 

より多くの保護者の
方に訓練に参加し 
て頂けるよう発信し
ていく。 

47 

業務継続計画（BCP）を策定す
るとともに、非常災害の発生に
備え、定期的に避難、救出その
他必要な訓練を行っているか。 

4 
年に火災２回、地震１
回、風水害訓練をおこ
なっている。 

48 
事前に、服薬や予防接種、てん
かん発作等のこどもの状況を確
認しているか。 

4 
アセスメントで確認、
必要であれば詳細を保
護者に確認する。 

49 
食物アレルギーのあるこどもに
ついて、医師の指示書に基づく
対応がされているか。 

4 
アセスメントで確認、
必要であれば詳細を保
護者に確認する。 

アレルギーのあるお
子様はおやつを持参
してもらっている 

50 

安全計画を作成し、安全管理に
必要な研修や訓練、その他必要
な措置を講じる等、安全管理が
十分された中で支援が行われて
いるか。 

4 

セラピーを基本とする
ため常に保護者がそば
におり、安全管理のも
と進められる。 

51 

こどもの安全確保に関して、家
族等との連携が図られるよう、
安全計画に基づく取組内容につ
いて、家族等へ周知している
か 。 

4 

セラピーを基本とする
ため常に保護者がそば
におり、安全管理のも
と進められる。 

52 
ヒヤリハットを事業所内で共有
し、再発防止に向けた方策につ
いて検討をしているか。 

4 全職員で共有 

53 
虐待を防止するため、職員の研
修機会を確保する等、適切な対
応をしているか。 

4 研修を定期的に行って
います。 

54 

どのような場合にやむを得ず身
体拘束を行うかについて、組織
的に決定し、こどもや保護者に
事前に十分に説明し了解を得た

4 身体拘束は認めていま
せん。 



上で、児童発達支援計画に記載
しているか。 

◎この「事業所における自己評価結果（公表）」は、事業所全体で行った自己評価です。



○放課後等デイサービス 保護者等からの事業所評価の集計結果（公表） 
公表：令和 8年 3月 19日 

事業所名：ABA 推進事業所ルカノア南幌教室  保護者等数（児童数）14 回収数 11 割合 78％ 

チェック項目 はい 
どちら
ともい
えない 

いいえ 
わから
ない 

ご意見 
ご意見を踏ま
えた対応 

環 
境 
・ 
体 
制 
整 
備 

1 
子どもの活動等のスペー
スが十分に確保されてい
ると思いますか。 

11 

2 
職員の配置数は適切であ
ると思いますか。 

11 

3 

生活空間は、こどもにわ
かりやすく構造化された
環境になっていると思い
ますか。また、事業所の
設備等は、障害特性に応
じて、バリアフリー化や
情報伝達等への配慮が適
切になされていると思い
ますか。 

10 1 

4 

生活空間は、清潔で、心
地よく過ごせる環境にな
っていると思いますか。
また、こども達の活動に
合わせた空間となってい
ると思いますか。 

10 1 

適 
切 
な 
支 
援 
の 
提 
供 

5 

こどものことを十分に理
解し、こどもの特性等に
応じた専門性のある支援
が受けられていると思い
ますか。   

11 

6 

事業所が公表している支
援プログラムは、事業所
の提供する支援内容と合
っていると思いますか 。 

11 

7 
こどものことを十分理解
し、こどもと保護者のニ

11 



ーズや課題が客観的に分
析された上で、放課後等
デイサービス計画（個別
支援計画）が作成されて
いると思いますか。 

8 

放課後等デイサービス計
画には、放課後等デイサ
ービスガイドラインの
「放課後等デイサービス
の提供すべき支援」の
「本人支援」、「家族支
援」、「移行支援 」で示
す支援内容からこどもの
支援に必要な項目が適切
に設定され、その上で、
具体的な支援内容が設定
されていると思います
か。 

9 2 

9 
放課後等デイサービス計
画に沿った支援が行われ
ていると思いますか。 

9 2 

10 

事業所の活動プログラム
が固定化されないよう工
夫されていると思います
か。 

11 

11 

放課後児童クラブや児童
館との交流や、地域の他
のこどもと活動する機会
がありますか。 

1 8 2 

個別療育を行
っている為、
他の児童デイ 
の子どもとの
交流は必要な
いと思いま
す。 

保 
護 
者 
へ 
の 

12 

事業所を利用する際に、
運営規程、支援プログラ
ム、利用者負担等につい
て丁寧な説明がありまし
たか。 

11 



説 
明 
等 13 

「放課後等デイサービス
計画」を示しながら、支
援内容の説明がなされま
したか。 

11 

14 

事業所では、家族に対し
て家族支援プログラム(ペ
アレント・トレーニング
等)や家族等も参加できる
研修会や情報提供の機会
等が行われていますか。 

9   2 

ペアレントト
レーニングで
すが、研修会
やイベント情
報がもっと欲
しい 

研修会は行っ
ていないが、
必要に応じて 
情報提供でき
る様心掛けて
いきます。 

15 

日頃からこどもの状況を
保護者と伝え合い、こど
もの健康や発達の状況に
ついて共通理解ができて
いると思いますか。 

11 

16 
定期的に、面談や子育て
に関する助言等の支援が
行われていますか。 

10   1 

17 
事業所の職員から共感的
に支援をされていると思
いますか。 

11 

18 

父母の会の活動の支援
や、保護者会等の開催等
により、保護者同士の交
流の機会が設けられるな
ど、家族への支援がされ
ているか。また、きょう
だい向けのイベントの開
催等により、きょうだい
同士の交流の機会が設け
られるなど、きょうだい
への支援がされています
か。 

1  1 3  6 

19 

こどもや家族からの相談
や申入れについて、対応
の体制が整備されている
とともに、こどもや保護
者に対してそのような場
があることについて周
知・説明され、相談や申

9  2 



入れをした際に迅速かつ
適切に対応されています
か。 

20 

こどもや保護者との意思
の疎通や情報伝達のため
の配慮がなされていると
思いますか。 

10 1 

21 

定期的に通信やホームペ
ージ・SNS等で、活動概
要や行事予定、連絡体制
等の情報や業務に関する
自己評価の結果をこども
や保護者に対して発信さ
れていますか。 

8 3 

22 
個人情報の取扱いに十分
に留意されていると思い
ますか。 

10 1 

非
常
時
の
対
応 

23 

事業所では、事故防止マ
ニュアル、緊急時対応マ
ニュアル、防犯マニュア
ル、感染症対応マニュア
ル等が策定され、保護者
に周知・説明されていま
すか。また、発生を想定
した訓練が実施されてい
ますか。 

7 2 2 

24 

事業所では、非常災害の
発生に備え、定期的に避
難、救出その他必要な訓
練が行われていますか。 

7 4 

25 

事業所より、こどもの安
全を確保するための計画
について周知される等、
安全の確保が十分に行わ
れた上で支援が行われて
いると思いますか 。 

10 1 

26 

事故等（怪我等を含
む。）が発生した際に、
事業所から速やかな連絡
や事故が発生した際の状
況等について説明がされ

10 1 



ていると思いますか。 

満
足
度 

27 
こどもは安心感をもって
通所していますか 。 

11 

28 
こどもは通所を楽しみに
していますか。 

9 1 1 日による。 

29 
事業所の支援に満足して
いますか。 

11 

◎この「保護者等からの事業所評価の集計結果 （公表） 」は、保護者等の皆様に「保護者等向け児童
発達支援評価表」により事業所の評価を行っていただき、その結果を集計したものです。 


